
　政所茶は、奥永源寺地域７集落で生産さ

れているお茶です。この地域の特産品とし

て室町時代から６００年以上の歴史を持ち、

献上茶として全国に名を馳せてきた銘茶で

すが、戦後の生業の変化による過疎化等に

ともない、生産量が最盛期の３０分の１以

下にまで減少しました。生産者の平均年齢

は約７０歳となり、「幻の銘茶」と呼ばれる

ような存続の危機に立たされています。

　

幻の銘茶「政所茶」を未来につなぐ

住所：滋賀県東近江市政所町 966
E-mail：mandocorocha.info@gmail.com

〇 無農薬栽培で環境によし
〇 地元の特産振興で経済によし
〇 地域や自然とかかわる時間が増えて社会によし

政所茶生産振興会
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モニターの声
　関東在住で静岡茶を飲むことが多いのですが、政所茶はまた違

う美味しさを感じます。すっきりとさわやかな味・甘くほのかな

香り。茶樹にパワーがあるからか、煎がきくのも魅力です。

ポイント：環境三方よし

【政所茶は下記にてお買求めいただけます】

　道の駅　奥永源寺渓流の里（東近江市蓼畑町 510）

　その一方で、政所茶は産地全体で無農薬

栽培を行うほか、今や全国でも希少となっ

た在来種を多く残し、肥料にススキや落ち

葉といった自然由来のものを用いるなど、

愛知川源流域ならではの自然環境を守り生

かす生産方法を長年継続しており、食の安

全が見直される昨今、改めて全国から注目

を集めはじめています。

　そのような中、先祖代々受け継いできた

政所茶を絶やすことなく次の世代に繋いで

いきたいという思いから、地元の生産者と

地域おこし協力隊や大学生といった外部か

ら茶生産に関わる者が一緒になり、平成２

９年４月に生産者組織「政所茶生産振興会」

を発足させました。

　現在は政所茶が抱える様々な課題解決に

取り組みながら、将来にわたり維持発展す

ることを目指し、産地の現状調査や耕作放

棄地の開墾、都市部や地元道の駅等でのＰ

Ｒ活動などを実践しています。

【政所茶の特徴】

寒暖のはっきりした場所で栽培され、収穫されて

いるので香りが良く、苦みの中にほのかな甘みが

あります。


